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くすりのなまえ　
第５回　胃薬 ～胃を守るもの～

　前回に引き続き胃薬についてです。
　胃では胃液を分泌することによって、食べ物に含まれるタンパク質を分解しています。人間の体もタンパク質でできていることから、胃の中ではいつも自分自身が分解される危険にさらされています。そこで、胃では粘膜より粘液などを出して胃酸の恐怖から守っていとます。胃酸は“攻撃因子”、粘液などは“防御因子”と呼ばれ、これらのバランスが正常に保たれていることによって、正常に胃の機能が発揮されます。何らかの原因でバランスが崩れると胃炎や胃潰瘍などの状態になります。
　前回のPPI（プロトンポンプインヒビター）は“攻撃因子”である胃酸を抑える効果があります。今回紹介する薬は、“防御因子”を増やしたり、修復したりすることによって胃への効果を発揮します。

　それでは、いくつかの名前の由来をあげてみましょう。
ムコスタ錠：Mucosal（粘膜）＋stabilizer（安定化）

　　　　　　Gastric　Mucosal　　Prostaglandin　　　Inducer

　　　　　　（胃）　（粘膜） （プロスタグランジン）（誘導物質）

プロスタグランジン（PG）は細胞増殖を促す作用があるため、傷ついた粘膜を修復する力があります。ムコスタはPGを増やし胃の粘膜を安定化させるのです。
セルベックス：Cell（細胞）、Self（自分自身）をbex（刺激する）であり、「自分自身の細胞を刺激してきたえる」の意味

プロマック：Protect Stomach（胃を守る）より

どちらも粘膜を修復することにより、胃を守っています。
マーズレンS：Magen（胃）（独語）azulene（主成分のアズレン）strong相乗作用により強力に作用する。
マーズレンはL-グルタミンとアズレンが混ざっている粉薬です。L-グルタミンは組織修復作用を示し、アズレンは胃の中で炎症を抑える作用を示します。これらの相乗効果だから“S”というのがついているんですね。
サイトテック：プロスタグランジンの有するCytoprotection作用（粘膜細胞保護作用）

ムコスタは胃でのプロスタグランジンの生成を促す作用がありますが、このサイトテックは、プロスタグランジンそのものです。他の胃薬と違い、サイトテックは「非ステロイド性消炎鎮痛剤(NSAIDs)による胃潰瘍や十二指腸潰瘍」のみの適応です。

ここにあげた胃薬は、基本的には胃を通って小腸で吸収され、血液の中に入り、胃へと到達することで効果があります（マーズレンは別ですが）。だから、飲んですぐに胃の痛みがなくなったというのは、気持の問題が大きいのかもしれません。

次回は糖尿病のくすりを予定しています。
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